






























































































て HANDS が実現したので、実質的に HANDS
は 9 年近くの歴史を持っています。最初から今
日まで関わってきた唯一の人間が自分なので、
授業ではそのことを強調してHANDS の歴史を
一度話すのですが、学生たちにとってかなり興
味深い話しのようです。HANDS に関わる学生
も広がるとともに、その関わり方もより深まっ
てきているように感じます。HANDS は何をな
すべきか、何が出来るのか、皆様と一緒に考え
ていきたいと思っています。
たら、どんな勉強ができるの？ということを自分で
考えると、楽しそうな学校を選べるんじゃないかな。
僕のお父さんがある日、汚い作業着を着て帰っ
てきて、「ロドリゴ、お前もこうなりたいのか。汚い
作業着を着て、仕事したいのか？」と言いました。
僕は、「いやだ」と答えました。「じゃあ、お前の
今の仕事は何だ？」と言われ、「勉強かな」と答
えました。学校に行って、勉強する一番の理由は、
今学校に行って学ぶことがあとでそれが君たちの
ご飯になる、君たちが欲しいかっこいいバイクにな
る、車になる、フットサル場付きの家になるから、
だと思います。
仕事をしていると単調な毎日だな、仕事に行きた
くないな、と思う日もあります。でも、学校に行くと、
部活ではサッカーを、授業では英語を教えていて楽
しいですし、学活の時間では学級の子どもたちと
たくさん遊べて楽しいです。だから、給料はあまり
高くなくても今の仕事には大満足です。
みんなは、どんな夢を持っているかな。今、大
多言語による高校進学ガイダンス（10月27日、本学にて）
｢夢を持とう、人生は自分次第！｣
伊木ロドリゴ（豊田市立保見中学校教員）さんによる体験談発表より
